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１．研究計画の概要 
 本課題は、札幌学院大学の「SORD データア
ーカイブ」を拠点として、社会学史上大きな
意義を有している二つの調査水脈の整理・管
理・公開を軸にして、「社会調査史の博物館」
構築を目指すプロジェクトである。二つの調
査水脈とは、かつて布施鉄治らの北海道大学
グループが実施した「夕張調査」と関連諸調
査、および東京大学似田貝グループが実施し
た諸調査である。これまでわが国の、少なく
とも社会学会においては、主導的研究者の調
査資料であっても退任後は散逸することが
常態化していた。本研究によって、このよう
な学問的損失に歯止めをかけるモデルを示
すことができる。さらに意義の大きい調査資
料を再利用可能なものにすることで、社会
（調査）史の再定置、地域社会の記憶の保存、
社会学におけるアーカイブズ学（とくに電子
化による資料保存技法）の発展に寄与するこ
とができる。 
 
２．研究の進捗状況 
 過去 3年度をかけて、SORD データアーカイ
ブで受け入れた上記二つの調査水脈に関連
する段ボール 120 箱程度のオリジナル・デー
タセットの開梱・配架・インデックス作成を
ほぼ終了させた。さらに、「夕張調査データ
セット」に関しては、調査票の電子化（PDF
ファイル化）、データベースソフトを利用し
た電子データ化（キーワード検索可能な状態
とする作業）が順調に進展し、平成 20 年度
末には『夕張調査資料集成（試作版）』をま
とめることができた。 
 また、戦後北海道における社会調査史の検
討を「北からみる社会調査史」（仮称）とし

て科研報告書としてまとめられるようにす
る。戦後北海道で出版された社会調査関係の
文献を読み込み、簡易データベースを作成し
たうえで『日本社会調査の水脈』（江口英一）
に倣った形で、北海道社会学史（それはある
地域特性に根ざした、社会学のありうる展開
の一つの現象形態である）を、調査の過程と
成果を基盤にして描き直す。そのために、論
文単位で公表されている調査の成果を、調査
単位に読み直す作業に取りかかり、現在、進
行中である。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 社会調査資料の整理に関しては、順調に作
業を進めている。戦後北海道で公表された社
会調査関係の論文を調査単位に変換して整
理する作業も進展中である。 
 ネックとなるのは、「夕張調査データセッ
ト」の公開に関して、調査票記載の個人情報
をどのように保護するのかという指針と、具
体的な対策である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)布施鉄治による夕張調査関連の資料整理
を集成し、原データの関連性と一覧性を読者
の手元に届けられる『夕張調査資料集成』を
試作版から完成版へと改訂する。具体的には、
試作版冊子体の改訂をすすめるほか、コレク
ションインデックスや調査個票テキストデ
ータベースを電子データ化して付属 CD-ROM
に収録できるようにする。 
(2)「北からみる社会調査史」（仮称）につい
て、現行通り、作業を進める。 
(3) 整理が終わったコレクションのインデ



ックスを整備し、Web 上で公開できるように
する。また個人情報保護についての検討を行
い、今後予想される資料閲覧希望に対応でき
るようにする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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